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降
臨
伝
承
の
比
較
研
究
　
　
ー
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
・
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
と
古
代
朝
鮮
の
降
臨
神
1
高
桑
　
浩
一
［
キ
ー
ワ
ー
ド
一
①
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
②
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
③
天
孫
降
臨
神
話
④
朝
鮮
神
話
］
一
　
天
孫
降
臨
神
話
と
古
代
朝
鮮
の
王
権
神
話
　
ア
マ
テ
ラ
ス
大
御
神
の
御
子
・
オ
シ
ホ
ミ
ミ
と
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
娘
・
ヨ
ロ
ヅ
ハ
タ
ト
ヨ
ア
キ
ヅ
シ
ヒ
メ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
天
孫
・
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
、
数
々
の
神
器
を
持
ち
、
多
く
の
随
伴
神
を
従
え
て
、
高
天
原
か
ら
葦
原
中
国
に
降
臨
す
る
天
孫
降
臨
神
話
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
神
代
記
紀
の
中
核
を
な
し
、
地
上
世
界
に
お
け
る
天
皇
家
の
支
配
権
の
由
来
を
語
る
重
要
な
神
話
で
あ
る
。
既
に
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
天
界
の
神
が
地
上
世
界
に
降
臨
し
て
そ
の
地
の
支
配
者
と
な
る
こ
の
天
孫
降
臨
神
話
の
構
想
は
、
わ
が
国
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
半
島
か
ら
内
陸
ア
ジ
ア
に
か
け
て
の
広
範
な
地
域
に
分
布
す
る
　
　
0
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
垂
直
表
象
的
な
世
界
観
の
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
学習院大学人文科学論集XU（2004）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ン
グ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ヌ
ン
　
例
え
ば
、
『
三
国
遺
事
』
「
古
朝
鮮
」
条
に
記
さ
れ
た
古
朝
鮮
の
建
国
神
話
で
あ
る
檀
君
神
話
に
よ
れ
ば
、
檀
君
の
父
・
桓
雄
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ニ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
6
さ
ら
に
そ
の
父
親
に
あ
た
る
天
帝
・
桓
因
の
命
に
よ
っ
て
天
神
の
身
分
を
示
す
天
符
印
三
個
を
た
ず
さ
え
、
風
師
・
雨
師
・
雲
師
　
　
－
の
三
職
能
神
等
を
率
い
て
、
太
伯
山
の
山
頂
、
神
檀
樹
の
下
に
天
降
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
鏡
・
剣
・
玉
の
三
種
の
神
器
を
持
ち
、
五
伴
緒
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
随
伴
神
を
従
え
て
、
日
向
の
高
千
穂
の
峰
に
降
臨
し
た
と
す
る
『
記
紀
』
の
伝
承
と
対
応
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
『
三
国
遺
事
』
の
「
賀
洛
国
記
」
に
よ
れ
ば
、
駕
洛
　
　
　
　
　
ス
　
　
ロ
国
の
始
祖
・
首
露
は
紅
幅
に
包
ま
れ
た
金
合
子
の
中
の
卵
に
入
っ
て
聖
峰
・
亀
旨
に
天
降
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
（
・
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
と
こ
お
ふ
ふ
す
ま
国
土
を
支
配
せ
よ
と
い
う
天
神
の
神
勅
に
よ
っ
て
天
降
る
こ
と
、
（
一
1
1
）
真
床
覆
裳
（
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
本
文
、
一
書
四
、
六
）
・
卵
・
合
子
（
「
駕
洛
国
記
」
）
な
ど
の
容
器
に
包
ま
れ
た
嬰
児
の
姿
で
降
臨
す
る
こ
と
、
（
…
m
）
降
臨
す
る
場
所
が
ク
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ヂ
フ
ル
・
ク
シ
ヒ
（
『
古
事
記
』
、
『
日
本
書
紀
』
一
書
一
、
二
、
四
）
・
亀
旨
（
「
駕
洛
国
記
」
）
と
ほ
ぼ
同
一
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
や
は
り
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
神
話
と
の
対
応
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
〔
－
）
。
　
こ
う
し
た
わ
が
国
と
古
代
朝
鮮
の
王
権
神
話
と
の
共
通
性
は
別
の
角
度
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
敦
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
降
臨
の
際
に
ア
マ
テ
ラ
ス
よ
り
授
け
ら
れ
た
鏡
・
剣
・
玉
の
三
種
の
神
器
（
『
古
事
記
』
、
『
日
本
書
紀
』
一
書
一
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
神
話
学
者
デ
ュ
メ
ジ
ル
（
O
』
）
⊆
ヨ
瓜
N
二
）
が
コ
ニ
機
能
体
系
」
と
名
づ
け
た
、
《
祭
祀
》
・
《
戦
闘
》
・
《
生
産
》
の
三
つ
の
機
能
に
よ
っ
て
世
界
を
区
分
す
る
印
欧
語
族
の
神
話
に
特
徴
的
な
秩
序
観
念
と
密
接
な
対
応
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
は
　
　
わ
　
　
　
み
　
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ
　
　
い
つ
　
　
　
ご
と
い
　
つ
　
き
　
ま
つ
す
な
わ
ち
、
「
此
れ
の
鏡
は
、
専
ら
我
が
御
魂
と
し
て
、
吾
が
前
を
拝
く
が
如
伊
都
岐
奉
れ
」
（
『
古
事
記
』
）
と
の
神
勅
と
と
も
に
授
け
ら
れ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
代
り
に
伊
勢
皇
大
神
宮
で
祀
ら
れ
る
と
こ
と
に
な
る
ヤ
タ
の
鏡
は
《
祭
祀
》
つ
ま
り
第
一
機
能
を
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
を
退
治
し
た
武
勲
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
、
後
に
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
東
征
の
際
に
絶
大
な
威
力
を
発
揮
す
る
ク
サ
ナ
ギ
の
剣
は
《
戦
闘
》
つ
ま
り
第
二
機
能
を
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
そ
の
父
神
で
あ
る
イ
ザ
ナ
キ
よ
り
授
か
っ
た
、
お
そ
降臨伝承の比較研究（高桑　浩一）
ら
く
は
倉
に
祀
ら
れ
る
稲
種
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
ミ
ク
ラ
タ
ナ
と
呼
ば
れ
る
玉
と
同
一
の
意
味
と
機
能
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
ヤ
サ
カ
の
勾
玉
は
《
生
産
》
つ
ま
り
第
三
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
す
る
神
器
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
〔
、
）
。
　
こ
れ
と
全
く
同
じ
意
味
合
い
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
神
器
が
、
古
代
朝
鮮
の
王
朝
の
一
つ
で
あ
る
高
句
麗
の
王
権
神
話
に
見
ら
れ
る
。
大
林
太
良
は
、
高
句
麗
王
家
の
最
初
の
三
代
の
王
が
、
そ
の
支
配
権
を
確
立
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
神
宝
を
獲
得
す
る
伝
承
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
が
、
わ
が
国
の
三
種
の
神
器
と
同
様
に
、
デ
ュ
メ
ジ
ル
の
い
う
《
祭
祀
》
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン
ミ
ョ
ン
《
戦
闘
》
・
《
生
産
》
の
三
つ
の
機
能
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
句
麗
初
代
の
東
明
ワ
ノ
　
　
チ
ュ
モ
ン
王
（
朱
蒙
）
は
、
自
ら
の
威
儀
を
高
め
る
た
め
に
、
隣
国
で
あ
る
沸
流
国
の
王
が
所
有
し
て
い
た
宝
の
鼓
角
を
臣
下
に
命
じ
て
盗
　
　
　
　
　
　
　
イ
キ
ュ
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
リ
ミ
ョ
ン
ワ
ン
　
ユ
リ
ま
せ
た
と
い
い
（
李
奎
報
『
東
国
李
相
国
集
』
「
東
名
王
篇
」
分
註
所
引
『
旧
三
国
史
』
逸
文
）
、
二
代
目
の
瑠
璃
明
王
（
類
利
）
は
父
王
が
彼
の
た
め
に
残
し
て
お
い
た
宝
の
剣
を
探
し
出
し
た
こ
と
に
よ
り
王
の
後
継
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
さ
れ
（
『
一
二
国
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
ム
　
シ
ン
ワ
ノ
　
　
ム
　
ヒ
ュ
ル
史
記
』
）
、
三
代
目
の
大
武
神
王
（
無
血
）
は
軍
を
率
い
て
沸
流
水
に
出
征
し
た
際
に
、
全
軍
の
兵
士
の
空
腹
を
満
た
す
ほ
ど
大
量
の
食
料
を
、
火
を
使
わ
な
く
て
も
自
然
に
作
っ
て
く
れ
る
宝
の
鼎
を
手
に
入
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
『
　
二
国
史
記
』
）
。
大
林
に
よ
れ
ば
、
東
明
王
が
獲
得
し
た
鼓
角
は
王
の
威
儀
を
知
ら
し
め
る
重
要
な
儀
式
の
道
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
第
一
機
能
を
表
わ
し
、
瑠
璃
明
王
が
獲
得
し
た
宝
剣
は
武
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
第
二
機
能
を
表
わ
し
、
大
武
神
王
が
獲
得
し
た
宝
の
鼎
は
食
物
を
自
在
に
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
道
具
で
あ
る
こ
と
か
ら
第
三
機
能
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
う
（
，
｝
。
　
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
王
権
神
話
の
中
核
を
な
す
天
孫
・
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
神
話
は
、
ア
ル
タ
イ
系
遊
牧
民
に
特
徴
的
な
垂
直
表
象
的
な
世
界
観
や
、
印
欧
語
族
特
有
の
秩
序
観
念
で
あ
る
「
三
機
能
体
系
」
と
い
っ
た
北
方
的
な
支
配
者
文
化
を
、
朝
鮮
半
島
を
媒
介
と
し
て
そ
の
内
に
取
り
込
ん
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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ニ
　
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
と
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
　
と
こ
ろ
で
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
高
天
原
か
ら
地
上
世
界
に
降
臨
す
る
天
神
の
伝
承
は
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
伝
承
以
外
に
も
存
在
す
る
。
中
で
も
重
要
な
の
は
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
と
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
降
臨
伝
承
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
神
々
は
、
い
ず
れ
も
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
と
同
様
に
高
天
原
か
ら
地
上
に
降
臨
す
る
の
み
な
ら
ず
、
地
上
の
神
と
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
地
上
世
界
の
支
配
権
を
掌
握
す
る
点
に
お
い
て
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
に
匹
敵
し
得
る
支
配
者
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
神
々
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
わ
が
国
の
王
権
神
話
の
正
統
的
な
主
人
公
で
あ
る
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
み
な
ら
ず
、
天
皇
家
を
中
心
と
す
る
『
記
紀
』
の
王
権
神
話
の
文
脈
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
異
端
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
神
々
の
伝
承
も
ま
た
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
場
合
と
同
様
に
朝
鮮
半
島
の
王
権
神
話
と
多
く
の
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
ま
ず
は
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
と
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
降
臨
伝
承
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
　
『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
高
天
原
の
ア
マ
テ
ラ
ス
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
二
神
は
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
に
先
立
ち
、
葦
原
中
国
　
　
ち
は
や
ぶ
　
あ
ら
ぶ
　
　
　
　
ど
も
の
「
道
速
振
る
荒
振
る
国
つ
神
等
」
を
平
定
す
る
た
め
に
、
次
々
と
使
者
を
地
上
に
派
遣
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
遣
わ
さ
れ
た
の
は
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
神
は
、
葦
原
中
国
の
支
配
者
で
あ
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
（
オ
ホ
ナ
ム
チ
）
に
媚
び
附
い
て
三
年
経
っ
て
も
何
の
報
告
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
天
つ
神
は
ア
マ
ツ
ク
ニ
タ
マ
の
子
・
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
を
第
二
の
使
者
に
　
　
　
　
　
　
あ
め
の
ま
か
こ
ゆ
み
　
　
あ
め
の
は
は
や
選
び
、
彼
に
「
天
之
麻
迦
古
弓
」
と
「
天
波
之
波
矢
」
を
与
え
て
地
上
に
遣
わ
し
た
。
し
か
し
こ
の
神
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
娘
で
あ
っ
た
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
を
妻
に
婆
り
、
葦
原
中
国
の
支
配
者
に
な
ろ
う
と
の
野
心
を
抱
い
て
、
八
年
経
っ
て
も
復
命
し
な
か
っ
た
。
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こ
こ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
も
ろ
　
　
か
み
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
の
ほ
　
ひ
の
　
是
を
以
ち
て
高
御
産
巣
日
神
、
天
照
大
御
神
、
亦
諸
　
の
神
等
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、
「
葦
原
中
国
に
遣
は
せ
る
天
菩
比
神
、
　
　
　
か
へ
り
ご
と
ま
を
　
　
　
　
　
　
い
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
つ
久
し
く
復
　
奏
さ
ず
。
亦
何
れ
の
神
を
使
は
さ
ば
吉
け
む
。
」
と
と
ひ
た
ま
ひ
き
。
爾
に
思
金
神
、
答
へ
白
し
し
く
、
「
天
津
く
に
た
ま
の
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
の
わ
か
ひ
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ
こ
こ
　
　
あ
め
の
　
ま
　
か
　
こ
　
ゆ
み
　
　
あ
め
の
　
は
　
は
　
や
　
　
　
　
の
国
玉
神
の
子
、
天
若
日
子
を
遣
は
す
べ
し
。
」
と
ま
を
し
き
。
故
爾
に
天
之
麻
迦
古
弓
、
天
之
波
波
矢
を
天
若
日
子
に
賜
ひ
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
む
す
め
　
　
し
た
て
る
ひ
　
め
　
　
　
め
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
て
遣
は
し
き
。
是
に
天
若
日
子
、
其
の
国
に
降
り
到
る
即
ち
、
大
国
主
神
の
女
、
下
照
比
売
を
嬰
し
、
亦
其
の
国
を
獲
む
と
お
も
ひ
は
か
　
　
　
　
　
や
　
と
せ
慮
　
　
り
て
、
八
年
に
至
る
ま
で
復
奏
さ
ざ
り
き
（
、
）
。
　
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
の
行
動
を
不
審
に
思
っ
た
天
つ
神
は
、
彼
の
真
意
を
探
る
べ
く
、
ナ
キ
メ
と
い
う
名
の
雄
を
地
上
に
派
遣
し
た
。
す
る
と
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
は
、
天
つ
神
の
使
者
で
あ
る
こ
の
雑
を
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
天
つ
神
よ
り
授
か
っ
た
弓
矢
で
射
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
の
射
た
矢
は
雄
の
胸
を
貫
い
て
高
天
原
の
ア
マ
テ
ラ
ス
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
も
と
に
達
す
る
。
血
の
つ
い
た
矢
を
見
た
タ
カ
ギ
の
神
（
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
別
名
と
さ
れ
る
）
が
そ
れ
を
地
上
に
衝
き
返
す
と
、
矢
は
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
の
胸
に
中
り
、
そ
の
命
を
奪
っ
た
。
　
ア
メ
ワ
カ
ビ
コ
の
葬
儀
は
様
々
な
種
類
の
鳥
た
ち
に
よ
っ
て
地
上
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
様
子
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
・
つ
。　
か
れ
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
た
　
　
　
　
　
　
あ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
　
あ
め
な
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
故
、
天
若
日
子
の
妻
、
下
照
比
売
の
叩
犬
く
声
、
風
の
与
響
き
て
天
に
到
り
き
。
是
に
天
在
る
天
若
日
子
の
父
、
天
津
国
玉
神
ま
た
　
　
　
　
め
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
こ
　
　
　
も
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
は
が
り
　
　
き
　
さ
　
り
　
も
ち
　
　
し
　
　
　
さ
ぎ
　
　
は
は
き
も
ち
及
其
の
妻
子
聞
き
て
、
降
り
来
て
叩
犬
き
悲
し
み
て
、
乃
ち
其
処
に
喪
屋
を
作
り
て
、
河
雁
を
岐
佐
理
持
と
為
、
鷺
を
掃
持
と
し
　
　
　
そ
に
ど
り
　
　
み
　
け
　
び
と
　
　
し
　
　
　
す
ず
め
　
　
う
す
め
　
　
　
し
　
　
　
き
ぎ
し
　
　
な
き
め
　
　
　
し
　
　
　
か
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
や
　
か
　
よ
　
や
　
よ
為
、
翠
鳥
を
御
食
人
と
為
、
雀
を
碓
女
と
為
、
雑
を
芙
女
と
為
、
如
此
行
ひ
定
め
て
、
日
八
日
夜
八
夜
を
遊
び
き
（
5
）
。
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こ
の
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
の
伝
承
は
、
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
本
文
、
同
一
書
一
、
同
一
書
六
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
「
天
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
り
が
み
を
う
つ
し
や
る
本
紀
」
、
『
延
喜
式
祝
詞
』
「
遷
却
崇
神
」
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い
る
　
一
方
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
降
臨
伝
承
は
、
『
記
紀
』
よ
り
も
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
詳
し
い
。
同
書
「
天
神
本
紀
」
に
よ
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
つ
し
る
し
み
つ
の
た
か
ら
と
　
く
さ
　
　
　
　
　
　
あ
ま
つ
か
み
の
み
　
お
や
の
み
こ
と
の
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
の
い
は
ふ
ね
物
部
氏
の
祖
・
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
、
天
つ
神
か
ら
「
天
璽
瑞
宝
十
種
」
と
「
天
神
御
祖
詔
　
　
」
を
授
か
り
、
「
天
磐
船
」
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
る
が
の
み
ね
に
乗
っ
て
河
内
国
河
上
障
　
峯
に
降
臨
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
大
和
国
へ
と
遷
っ
た
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
、
そ
の
地
の
支
配
者
で
あ
っ
た
ナ
ガ
ス
ネ
ピ
コ
の
妹
・
ミ
カ
シ
キ
ヤ
ヒ
メ
を
妻
に
迎
え
た
が
、
こ
の
妻
と
の
間
に
出
来
た
息
子
・
ウ
マ
シ
マ
ヂ
が
ま
だ
母
親
の
胎
内
に
い
る
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
遺
体
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
よ
っ
て
天
に
上
げ
ら
れ
、
天
上
に
お
い
て
葬
儀
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
110
　
饒
速
日
尊
稟
二
天
神
御
祖
詔
一
。
乗
二
天
磐
船
一
而
。
天
二
降
坐
於
河
内
国
河
上
障
峯
一
。
則
遷
二
坐
於
大
倭
国
鳥
見
白
庭
山
一
。
所
レ
謂
乗
二
天
磐
船
一
而
。
翔
二
行
於
大
虚
空
一
。
巡
二
睨
是
郷
一
而
。
天
降
坐
　
。
即
謂
二
虚
空
見
日
本
国
　
是
欺
。
　
饒
速
日
尊
便
嬰
二
長
髄
彦
妹
御
炊
屋
姫
一
為
レ
妃
。
令
二
妊
胎
一
　
。
未
レ
及
二
産
時
一
。
饒
速
日
尊
既
神
損
去
坐
　
。
而
不
二
復
上
；
天
之
時
。
〈
中
略
V
　
高
皇
産
霊
尊
以
二
為
哀
泣
一
。
則
使
二
速
瓢
命
一
。
以
レ
命
将
レ
上
二
於
天
上
一
。
処
二
其
神
屍
骸
　
。
日
七
夜
七
以
為
二
遊
楽
　
。
哀
敏
二
於
天
上
一
　
＾
6
〕
。
同
様
の
伝
承
は
、
同
書
「
天
孫
本
紀
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
降臨伝承の比較研究（高桑　浩一）
三
　
支
配
者
の
死
を
め
ぐ
る
観
念
　
こ
う
し
た
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
降
臨
伝
承
と
朝
鮮
の
王
権
神
話
と
に
共
通
す
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
大
林
太
良
〔
ヱ
で
あ
る
。
大
林
が
最
初
に
注
目
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
神
々
が
い
ず
れ
も
天
界
か
ら
降
臨
し
て
地
上
の
支
配
者
と
な
り
、
地
上
で
死
ん
だ
後
、
再
び
天
に
回
帰
す
る
と
い
う
共
通
の
モ
チ
ー
フ
を
持
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
　
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
古
事
記
』
で
は
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
の
葬
儀
は
、
高
天
原
よ
り
降
臨
し
た
彼
の
親
族
や
鳥
た
ち
に
よ
っ
て
地
上
で
行
な
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
の
遺
体
が
彼
の
父
親
や
妻
子
に
よ
っ
て
天
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
天
上
に
お
い
て
葬
儀
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
つ
ま
し
た
で
る
ひ
め
　
　
な
　
　
　
い
さ
　
　
か
な
し
　
　
　
　
　
こ
ゑ
あ
め
　
　
き
こ
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
つ
く
に
た
ま
　
　
　
　
　
お
ら
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
天
稚
彦
が
妻
下
照
姫
、
叩
犬
き
泣
ち
悲
哀
び
て
、
声
天
に
達
ゆ
。
是
の
時
に
、
天
国
玉
、
其
の
叩
犬
ぶ
声
を
聞
き
て
、
則
ち
夫
　
　
　
　
　
す
で
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や
ち
　
　
つ
か
は
　
　
　
　
　
か
ば
ね
　
　
あ
　
　
　
　
あ
め
　
　
い
た
　
　
　
　
　
　
　
す
な
は
　
　
も
　
や
　
　
　
つ
く
の
天
稚
彦
の
已
に
死
れ
た
る
こ
と
を
知
り
て
、
乃
ち
疾
風
を
遣
し
て
、
戸
を
挙
げ
て
天
に
致
さ
し
む
。
便
ち
喪
屋
を
造
り
　
も
が
り
　
　
　
　
す
な
は
　
　
か
は
か
り
　
　
も
　
　
　
　
き
さ
り
も
ち
お
よ
　
　
は
は
き
も
ち
　
　
　
　
　
ま
た
す
ず
み
　
　
　
　
　
つ
き
め
　
　
　
　
　
　
し
か
う
　
　
　
　
や
　
か
　
や
　
よ
　
　
　
お
ら
　
　
な
て
殖
す
。
即
ち
川
雁
を
以
て
、
持
傾
頭
者
及
び
持
帯
者
と
し
、
又
雀
を
以
て
春
女
と
す
。
而
し
て
八
日
八
夜
、
蹄
び
突
き
か
な
し
　
　
し
の
悲
び
歌
ぶ
（
8
）
。
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
こ
　
　
　
　
　
　
あ
め
　
　
　
　
く
だ
　
　
き
　
　
　
　
か
ば
ね
　
　
も
　
　
　
の
ぼ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
や
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
も
が
り
　
　
な
時
に
、
天
稚
彦
が
妻
子
ど
も
、
天
よ
り
降
り
来
て
、
枢
を
将
て
上
り
去
き
て
、
天
に
し
て
喪
屋
を
作
り
て
積
し
㎜
犬
く
（
，
）
。
　
こ
れ
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
降
臨
伝
承
に
も
見
ら
れ
る
。
『
先
代
旧
事
本
紀
』
「
天
神
本
紀
」
、
同
「
天
孫
本
紀
」
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
は
い
ず
れ
も
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
死
後
、
そ
の
遺
体
が
、
高
天
原
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
よ
っ
て
天
上
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
、
天
上
に
学習院大学人文科学論集）m（20〔過）
お
い
て
彼
の
葬
儀
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
　
大
林
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
、
天
よ
り
降
臨
し
た
支
配
者
が
地
上
で
死
ん
だ
の
ち
昇
天
し
て
再
び
天
に
回
帰
す
る
、
と
い
う
モ
　
　
ー
チ
ー
フ
は
新
羅
と
高
句
麗
の
王
権
神
話
に
そ
の
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ョ
ク
コ
　
セ
　
一
つ
目
の
例
は
、
『
三
国
遺
事
』
に
記
さ
れ
た
新
羅
の
祖
・
赫
居
世
の
伝
承
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
紫
の
卵
に
入
っ
て
楊
山
の
麓
・
薙
井
の
辺
に
天
降
っ
た
赫
居
世
は
、
鶏
龍
の
女
と
の
間
に
二
人
の
子
供
を
も
う
け
、
六
十
一
年
間
地
上
を
統
治
し
た
の
ち
、
天
に
帰
っ
た
と
い
う
。
昇
天
か
ら
七
日
後
、
そ
の
遺
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
地
上
に
落
下
し
た
た
め
、
国
人
が
そ
れ
を
埋
葬
し
、
陵
墓
を
造
っ
た
。
　
理
国
六
十
一
年
。
王
升
子
天
。
七
日
後
。
五
陵
。
亦
名
蛇
陵
。
曇
厳
寺
北
陵
是
也
（
m
）
。
遺
体
散
落
干
地
。
后
亦
云
亡
。
国
人
欲
合
而
葬
之
。
有
大
蛇
逐
禁
。
各
葬
五
体
為
　
二
つ
目
の
例
は
、
高
句
麗
の
建
国
者
・
朱
蒙
（
東
明
王
）
の
伝
承
で
あ
る
。
朱
蒙
神
話
の
最
も
古
い
資
料
で
あ
る
広
開
土
王
陵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ュ
モ
碑
文
に
よ
れ
ば
、
天
帝
の
子
で
、
河
伯
の
女
を
母
と
す
る
高
句
麗
の
始
祖
・
郷
牟
（
朱
蒙
）
は
、
沸
流
谷
忽
本
西
の
山
上
に
城
を
造
り
都
を
建
て
た
が
、
最
期
は
、
黄
龍
の
背
に
乗
っ
て
昇
天
し
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
天
遣
黄
龍
。
来
下
迎
王
。
王
於
忽
本
束
里
。
履
龍
首
昇
天
（
U
）
。
朱
蒙
に
関
す
る
神
話
は
後
代
の
資
料
で
あ
る
『
三
国
史
記
』
や
『
旧
三
国
史
』
逸
文
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
朱
蒙
が
死
後
天
に
昇
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
秋
九
月
。
王
升
遽
。
時
年
四
十
歳
。
葬
龍
山
。
号
東
明
聖
王
（
g
。
秋
九
月
。
エ
⊥
升
天
不
下
。
時
年
四
十
。
太
子
以
所
遺
玉
鞭
。
葬
於
龍
山
。
云
云
〔
B
）
。
降臨伝承の比較研究（高桑　浩一）
　
こ
う
し
た
事
例
か
ら
、
大
林
は
、
「
古
代
朝
鮮
の
建
国
神
話
に
も
始
祖
が
天
か
ら
降
臨
し
、
死
後
昇
天
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
天
稚
彦
や
饒
速
日
の
神
話
と
対
応
し
て
お
り
、
系
統
的
に
親
縁
関
係
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
9
」
と
し
て
、
日
本
の
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
降
臨
伝
承
と
古
代
朝
鮮
の
始
祖
降
臨
伝
承
と
の
間
に
歴
史
的
な
系
統
関
係
が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
大
林
が
挙
げ
た
赫
居
世
と
朱
蒙
の
伝
承
で
興
味
深
い
の
は
、
い
ず
れ
の
伝
承
に
お
い
て
も
、
支
配
者
が
死
後
昇
天
し
て
天
に
回
帰
す
る
と
い
う
観
念
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
支
配
者
が
死
後
地
中
に
葬
ら
れ
土
に
回
帰
す
る
と
い
う
観
念
も
ま
た
同
時
に
表
現
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
昇
天
し
た
者
の
遺
体
が
地
中
に
葬
ら
れ
る
と
い
う
、
こ
の
一
見
矛
盾
す
る
観
念
を
、
朝
鮮
の
始
祖
伝
承
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
法
に
よ
っ
て
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
赫
居
世
の
場
合
は
、
一
度
昇
天
し
た
彼
の
遺
体
が
七
日
後
に
再
び
地
上
に
落
下
し
、
そ
れ
が
国
人
に
よ
っ
て
地
中
に
葬
ら
れ
る
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朱
蒙
の
場
合
は
、
彼
の
昇
天
後
、
彼
の
遺
品
で
あ
る
玉
鞭
が
彼
の
代
わ
り
に
龍
山
に
葬
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
相
反
す
る
観
念
が
、
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
同
時
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
私
見
に
よ
れ
ば
、
支
配
者
の
死
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
観
念
の
二
重
性
は
、
ア
メ
ワ
カ
ビ
コ
や
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
伝
承
に
も
全
く
同
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じ
形
で
そ
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
『
日
本
書
紀
』
本
文
お
よ
び
一
書
一
に
よ
れ
ば
、
天
上
に
お
い
て
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
日
八
夜
の
間
続
い
た
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
の
葬
儀
の
終
わ
り
に
、
生
前
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
の
友
人
で
あ
っ
た
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ビ
コ
ネ
と
い
　
ー
う
神
が
現
れ
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
の
喪
屋
を
切
り
倒
し
た
と
い
う
。
切
り
倒
さ
れ
た
喪
屋
は
地
上
に
落
下
し
、
喪
山
と
い
う
名
の
山
に
な
っ
た
。
　
す
な
は
　
　
そ
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
お
ほ
は
　
が
り
　
　
ぬ
　
則
ち
其
の
帯
剣
か
せ
る
大
葉
刈
を
抜
き
て
、
か
み
　
　
あ
　
　
　
も
　
や
ま
　
　
こ
れ
上
に
在
る
喪
山
、
是
な
り
（
巧
v
。
も
　
や
　
　
　
き
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
こ
れ
す
な
は
　
　
お
　
　
　
　
　
や
ま
　
　
な
　
　
　
　
　
い
ま
み
　
の
の
く
に
　
　
あ
ゐ
み
の
か
　
は
喪
屋
を
研
り
朴
せ
つ
。
此
即
ち
落
ち
て
山
と
為
る
。
今
美
濃
国
の
藍
見
川
之
　
　
と
つ
か
の
つ
る
ぎ
　
ぬ
　
　
　
　
　
き
　
た
ふ
　
そ
　
や
お
　
　
や
ま
　
な
　
　
こ
れ
　
み
の
の
く
に
も
や
ま
　
こ
れ
乃
ち
十
握
剣
を
抜
き
て
、
喪
屋
を
研
り
倒
す
。
其
の
屋
堕
ち
て
山
と
成
る
。
此
則
ち
美
濃
国
の
喪
山
、
是
な
り
§
。
　
こ
こ
で
い
う
「
喪
屋
」
と
は
「
屍
を
収
め
て
葬
儀
を
行
な
う
場
所
（
F
）
」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
葬
儀
の
最
中
に
地
上
に
落
下
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ア
メ
ワ
カ
ビ
コ
の
遺
体
が
地
上
に
落
下
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
ア
メ
ワ
カ
ビ
コ
の
遺
体
を
収
め
た
ま
ま
地
上
に
落
ち
た
喪
屋
が
姿
を
変
え
た
喪
山
は
、
彼
の
陵
墓
を
連
想
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
は
、
ア
メ
ワ
カ
ビ
コ
の
遺
体
が
、
そ
の
死
後
一
度
は
天
に
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
八
日
八
夜
続
い
た
葬
儀
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
の
最
後
に
再
び
地
上
に
落
下
し
、
地
上
に
陵
墓
が
出
来
た
と
い
う
出
来
事
を
語
っ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
こ
の
こ
と
は
、
赫
居
世
の
死
体
が
、
彼
の
昇
天
か
ら
七
日
後
に
再
び
地
上
に
落
下
し
、
そ
の
地
に
彼
の
陵
墓
が
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
（
週
。
　
同
じ
こ
と
は
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
『
先
代
旧
事
本
紀
』
「
天
孫
本
紀
」
に
よ
れ
ば
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
そ
の
死
後
、
妻
で
あ
る
ミ
カ
シ
キ
ヤ
ヒ
メ
の
夢
枕
に
現
わ
れ
て
、
「
天
璽
瑞
宝
」
を
息
子
の
ウ
マ
シ
マ
ヂ
へ
の
形
見
と
し
て
残
す
よ
う
に
指
示
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
の
は
　
は
　
ゆ
み
　
　
　
あ
ま
の
は
　
は
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
む
み
そ
　
　
　
を
び
　
　
　
た
　
ぬ
き
す
る
と
と
も
に
、
「
天
羽
羽
弓
」
「
天
羽
羽
矢
」
、
及
び
「
神
衣
」
「
帯
」
「
手
貫
」
の
三
種
の
品
物
を
自
ら
の
遺
体
の
代
り
に
登
美
の
白
庭
邑
に
葬
り
、
そ
の
地
を
彼
の
陵
墓
と
す
る
よ
う
に
命
じ
た
と
さ
れ
る
。
　
饒
速
日
尊
以
レ
夢
教
二
於
妻
御
炊
屋
姫
一
云
。
汝
子
如
レ
吾
形
見
物
。
即
授
＝
天
璽
瑞
宝
一
　
。
亦
天
羽
羽
弓
。
天
羽
羽
矢
。
復
神
衣
帯
手
貫
三
物
。
葬
二
敏
於
登
美
白
庭
邑
一
。
以
レ
此
為
レ
墓
者
也
（
巴
）
。
降臨伝承の比較研究（高桑　浩一）
　
後
述
す
る
よ
う
に
、
右
の
伝
承
で
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
代
わ
り
に
埋
め
ら
れ
た
「
天
羽
羽
矢
」
は
、
天
神
の
子
と
し
て
の
彼
の
身
分
を
示
す
神
器
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
『
旧
三
国
史
』
逸
文
の
伝
承
で
朱
蒙
の
代
わ
り
に
埋
め
ら
れ
た
「
玉
鞭
」
が
、
高
句
麗
建
国
の
過
程
で
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
、
天
神
・
河
伯
の
子
孫
と
し
て
の
朱
蒙
の
身
分
を
象
徴
す
る
神
器
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
（
2
。
v
と
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
つ
の
伝
承
は
い
ず
れ
も
、
支
配
者
が
昇
天
し
た
の
ち
、
彼
の
代
わ
り
に
彼
の
象
徴
物
で
あ
る
神
器
が
地
中
に
埋
葬
さ
れ
る
と
い
う
共
通
の
モ
チ
ー
フ
を
持
っ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
神
話
は
、
降
臨
し
た
支
配
者
が
死
後
昇
天
し
て
天
に
回
帰
す
る
と
い
う
観
念
の
み
で
な
く
、
天
よ
り
落
下
し
た
彼
等
の
遺
体
、
あ
る
い
は
地
上
に
残
さ
れ
た
彼
等
の
遺
品
が
地
中
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
支
配
者
が
死
後
地
中
に
葬
ら
れ
土
に
回
帰
す
る
と
い
う
観
念
を
も
同
時
に
表
わ
し
て
い
る
点
で
、
朝
鮮
半
島
の
王
権
神
話
と
き
わ
め
て
密
接
な
対
応
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
　
支
配
者
と
弓
矢
　
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
降
臨
伝
承
と
朝
鮮
の
王
権
神
話
と
の
共
通
性
と
し
て
大
林
が
挙
げ
た
も
う
一
つ
の
要
素
は
、
降
臨
す
る
支
配
者
と
《
弓
矢
と
の
関
わ
り
》
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
の
　
ま
　
か
　
こ
　
ゆ
み
　
　
　
あ
め
の
　
は
　
は
　
や
　
『
記
紀
』
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
は
降
臨
に
際
し
、
天
つ
神
よ
り
「
天
之
麻
迦
古
弓
」
「
天
之
波
波
矢
」
（
『
古
事
記
』
）
と
　
　
あ
ま
の
か
　
ご
　
ゆ
み
　
　
　
あ
ま
の
は
　
は
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
の
か
　
ご
　
ゆ
み
　
　
　
あ
ま
の
ま
　
か
　
ご
　
や
も
、
「
天
鹿
児
弓
」
「
天
羽
羽
矢
」
（
『
日
本
書
紀
』
本
文
）
と
も
、
「
天
鹿
児
弓
」
「
天
真
鹿
児
矢
」
（
『
日
本
書
紀
』
一
書
一
）
と
も
呼
ば
れ
る
弓
矢
を
授
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
松
村
武
雄
に
よ
れ
ば
、
こ
の
弓
矢
は
、
天
か
ら
の
使
者
で
あ
る
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
に
と
っ
て
「
そ
の
資
格
を
保
証
す
る
聖
な
る
表
節
、
若
く
は
そ
の
権
能
を
表
示
す
る
厳
か
な
権
標
芭
」
で
あ
っ
た
と
い
い
、
単
な
る
戦
闘
や
狩
猟
の
道
具
で
は
な
く
、
本
来
は
天
降
る
天
神
と
し
て
の
ア
メ
ワ
カ
ビ
コ
の
身
分
を
あ
ら
わ
す
一
種
の
レ
ガ
リ
ヤ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
、
先
ほ
ど
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
「
天
孫
本
紀
」
に
よ
れ
ば
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
そ
の
死
後
、
妻
で
あ
る
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
カ
シ
キ
ヤ
ヒ
メ
の
夢
枕
に
現
わ
れ
て
、
「
天
羽
羽
弓
」
「
天
羽
羽
矢
」
、
及
び
「
神
衣
」
「
帯
」
「
手
貫
」
の
三
つ
の
品
物
を
自
ら
の
遺
体
の
代
り
に
葬
る
よ
う
に
命
じ
た
と
さ
れ
る
。
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
が
天
つ
神
か
ら
授
か
っ
た
の
と
全
く
同
一
の
名
称
を
持
つ
こ
の
「
天
羽
羽
矢
」
の
出
自
に
つ
い
て
、
『
先
代
旧
事
本
紀
』
は
何
も
記
し
て
い
な
い
が
、
神
武
紀
に
は
、
東
征
し
た
イ
ハ
レ
ビ
コ
（
神
武
天
皇
）
と
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
代
理
人
で
あ
る
ナ
ガ
ス
ネ
ピ
コ
が
対
峙
し
た
際
、
お
互
い
が
天
つ
神
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
示
す
し
る
し
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち
ゆ
き
「
表
物
」
と
し
て
「
天
羽
羽
矢
」
一
隻
と
「
歩
靱
」
を
見
せ
合
う
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
も
本
来
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
と
同
様
に
天
神
の
子
と
し
て
の
身
分
を
表
わ
す
弓
矢
を
持
っ
て
降
臨
す
る
伝
承
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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降臨伝承の比較研究（高桑　浩一）
　
大
林
は
、
こ
う
し
た
降
臨
す
る
支
配
者
と
弓
矢
と
の
関
係
を
示
す
朝
鮮
の
王
権
神
話
の
例
と
し
て
高
麗
王
朝
の
祖
．
作
帝
建
の
父
親
で
あ
る
粛
宗
の
伝
承
と
、
高
句
麗
の
祖
・
朱
蒙
の
伝
承
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
林
自
身
も
指
摘
す
る
よ
う
に
蓼
、
高
麗
の
作
帝
建
の
伝
承
に
は
、
前
段
で
述
べ
た
天
降
る
支
配
者
の
《
死
後
昇
天
》
の
モ
チ
ー
フ
が
稀
薄
で
あ
り
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
や
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
と
の
親
縁
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
、
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
高
句
麗
の
朱
蒙
の
伝
承
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
朱
蒙
の
伝
承
は
、
前
段
で
述
べ
た
《
支
配
者
の
死
後
昇
天
》
と
、
本
段
で
問
題
と
し
て
い
る
《
支
配
者
と
弓
矢
と
の
密
接
な
関
わ
り
》
と
い
う
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
や
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
降
臨
伝
承
に
特
徴
的
な
二
つ
の
要
素
を
兼
ね
備
え
て
い
る
点
で
、
こ
れ
ら
の
神
話
と
明
ら
か
な
対
応
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
朱
蒙
と
弓
矢
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
　
朱
蒙
と
弓
矢
と
の
関
わ
り
を
最
も
よ
く
示
す
の
は
、
彼
の
名
前
の
由
来
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
『
三
国
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
帝
の
孫
で
あ
る
朱
蒙
は
、
生
ま
れ
つ
き
体
つ
き
や
容
貌
が
通
常
の
人
間
よ
り
優
れ
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
弓
の
術
に
か
け
て
は
並
ぶ
者
な
き
名
手
で
あ
り
、
七
歳
に
し
て
自
ら
弓
矢
を
作
っ
て
射
れ
ば
、
百
発
百
中
で
あ
っ
た
と
い
う
。
扶
余
の
俗
語
で
「
善
ク
射
ル
」
こ
と
を
「
朱
蒙
」
と
い
っ
た
た
め
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
彼
の
名
前
と
な
っ
た
。
骨
表
英
奇
。
年
甫
七
歳
。
疑
然
異
常
。
自
作
弓
矢
射
之
。
百
発
百
中
。
扶
余
俗
語
善
射
為
朱
蒙
。
故
以
名
云
葱
。
　
朱
蒙
の
弓
の
腕
前
に
つ
い
て
は
、
『
旧
三
国
史
』
逸
文
も
興
味
深
い
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
幼
い
朱
蒙
は
、
蝿
が
目
を
噛
む
の
で
よ
く
眠
れ
ず
、
母
親
に
弓
矢
を
作
る
よ
う
頼
ん
だ
と
い
い
、
母
親
が
い
ば
ら
で
弓
矢
を
作
っ
て
与
え
る
と
、
　
1
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
紡
車
の
上
の
蝿
を
わ
ず
か
一
撃
で
仕
留
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
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謂
母
日
。
群
蝿
嗜
目
不
能
睡
。
母
為
我
作
弓
矢
。
其
母
以
華
作
弓
矢
与
之
。
自
射
紡
車
上
蝿
。
発
矢
即
中
。
扶
余
謂
善
射
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
朱
蒙
葱
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
「
朱
蒙
」
の
名
義
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
そ
れ
が
本
来
的
に
「
善
射
」
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見
解
も
多
い
。
だ
が
、
朱
蒙
と
弓
矢
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
示
す
こ
う
し
た
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
は
、
高
句
麗
に
お
い
て
、
朱
蒙
と
弓
矢
と
が
不
可
分
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
朱
蒙
の
人
並
み
は
ず
れ
た
弓
矢
の
技
術
が
、
単
な
る
狩
猟
や
戦
闘
の
為
の
も
の
で
は
な
く
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
や
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
弓
矢
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
帝
の
子
孫
と
し
て
の
身
分
や
、
地
上
世
界
の
支
配
者
と
し
て
の
資
格
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
朱
蒙
（
東
明
王
）
と
、
沸
流
国
の
松
譲
王
と
の
葛
藤
・
対
立
の
伝
承
で
あ
る
。
　
『
旧
三
国
史
』
逸
文
に
よ
れ
ば
、
朱
蒙
は
沸
流
水
の
辺
に
都
を
建
て
て
高
句
麗
を
建
国
し
た
が
、
同
じ
沸
流
水
の
上
流
に
は
既
に
松
譲
王
の
治
め
る
沸
流
国
が
あ
っ
た
た
め
、
両
者
の
間
に
覇
権
を
め
ぐ
る
争
い
が
生
じ
た
と
い
う
。
自
ら
が
仙
人
の
後
喬
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
土
地
の
支
配
権
を
主
張
す
る
松
譲
王
に
対
し
、
朱
蒙
は
、
自
身
が
天
帝
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
「
神
の
後
喬
で
も
な
い
の
に
、
勝
手
に
王
を
名
乗
り
、
（
天
帝
の
子
孫
で
あ
る
）
私
に
帰
順
し
な
い
な
ら
ば
、
必
ず
や
天
が
あ
な
た
を
罰
す
る
で
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
自
ら
の
出
自
の
優
位
性
を
説
い
た
。
松
譲
王
は
、
朱
蒙
が
本
当
に
天
帝
の
後
喬
で
あ
る
か
ど
う
か
、
互
い
の
弓
矢
の
技
を
競
う
こ
と
に
よ
っ
て
確
か
め
よ
う
と
提
案
し
た
。
最
初
に
試
み
た
松
譲
王
が
、
百
歩
よ
り
も
近
い
距
離
に
置
か
れ
た
鹿
の
絵
の
膀
の
部
分
を
射
当
て
る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
に
対
し
、
朱
蒙
は
、
百
歩
よ
り
も
離
れ
た
場
所
に
懸
け
ら
れ
た
指
輪
を
見
事
に
射
止
め
、
こ
の
勝
負
に
勝
利
し
た
。
　
沸
流
王
松
譲
出
猟
。
見
王
容
貌
非
常
。
引
而
与
坐
日
。
僻
在
海
隅
。
未
曽
得
見
君
子
。
今
日
運
遁
。
何
其
幸
乎
。
君
是
何
人
従
何
而
至
。
王
日
。
寡
人
天
帝
之
孫
。
西
国
之
王
也
。
敢
問
君
王
継
誰
之
後
。
譲
日
。
予
是
仙
人
之
後
。
累
世
為
王
。
今
地
方
至
小
。
不
可
分
為
両
王
。
君
造
国
日
浅
。
為
我
附
庸
可
乎
。
王
日
。
寡
人
継
天
之
後
。
今
主
非
神
之
冑
。
強
号
為
王
若
不
帰
我
。
天
必
極
之
。
松
譲
以
王
累
称
天
孫
内
自
懐
疑
。
欲
試
其
才
。
乃
日
。
願
与
王
射
　
。
以
画
鹿
置
百
歩
内
。
射
之
其
矢
不
入
鹿
膀
。
猶
如
倒
手
。
王
使
人
以
玉
指
環
懸
於
百
歩
之
外
。
射
之
破
如
瓦
解
。
松
譲
大
驚
。
云
云
（
ゐ
）
。
降臨伝承の比較研究（高桑　浩一）
　
こ
う
し
た
伝
承
か
ら
、
高
句
麗
に
お
い
て
、
天
帝
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
、
支
配
者
と
し
て
の
資
格
を
示
す
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
天
帝
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
材
料
と
し
て
、
特
に
弓
矢
の
技
術
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
先
ほ
ど
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
持
つ
弓
矢
に
関
す
る
説
明
の
際
に
も
触
れ
た
、
神
武
東
征
神
話
に
お
け
る
イ
ハ
レ
ビ
コ
（
神
武
天
皇
）
と
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
対
峙
の
場
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
武
紀
に
よ
れ
ば
、
新
た
に
国
を
興
そ
う
と
畿
内
に
や
っ
て
き
た
イ
ハ
レ
ビ
コ
の
前
に
、
先
住
の
支
配
者
で
あ
る
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
を
主
と
仰
ぐ
ナ
ガ
ス
ネ
ピ
コ
が
現
れ
た
。
自
ら
あ
ま
つ
か
み
　
　
み
こ
「
天
神
の
子
」
を
名
乗
り
、
国
を
譲
る
よ
う
に
迫
る
イ
ハ
レ
ビ
コ
に
対
し
、
ナ
ガ
ス
ネ
ピ
コ
は
自
身
の
仕
え
る
主
君
・
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
も
ま
た
「
天
神
の
子
」
で
あ
る
と
主
張
し
、
一
向
に
引
き
下
が
る
様
子
を
見
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
イ
ハ
レ
ビ
コ
は
ナ
ガ
ス
ネ
ピ
コ
に
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
「
天
神
の
子
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
を
見
せ
る
よ
う
に
求
め
た
。
ナ
ガ
ス
ネ
ピ
コ
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
　
　
ー
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あ
ま
の
は
　
は
　
や
　
ひ
と
は
　
　
　
　
　
　
か
ち
ゆ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
の
持
物
で
あ
る
「
天
羽
羽
矢
一
隻
」
と
「
歩
靱
」
を
見
せ
た
。
そ
れ
を
見
た
イ
ハ
レ
ビ
コ
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
天
神
の
子
で
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あ
る
こ
と
を
認
め
、
自
ら
も
天
神
の
子
で
あ
る
証
拠
と
し
て
自
身
の
持
つ
「
天
羽
羽
矢
一
隻
」
と
「
歩
靱
」
を
見
せ
た
。
　
　
　
　
の
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
さ
は
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
　
　
き
み
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
こ
れ
ま
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
ら
　
　
し
る
し
も
の
　
天
皇
の
曰
は
く
、
「
天
神
の
子
亦
多
に
あ
り
。
汝
が
君
と
す
る
所
、
是
実
に
天
神
の
子
な
ら
ば
、
必
ず
表
物
有
ら
む
。
あ
ひ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
は
　
　
に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と
　
　
あ
ま
の
は
　
は
　
や
　
ひ
と
は
　
お
よ
　
　
か
ち
ゆ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
た
て
ま
つ
相
示
せ
よ
」
と
の
た
ま
ふ
。
長
髄
彦
、
即
ち
饒
速
日
命
の
天
羽
羽
矢
一
隻
及
び
歩
靱
を
取
り
て
、
天
皇
に
示
せ
奉
　
る
。
　
　
　
み
そ
な
は
　
　
　
　
の
た
ま
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
こ
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
　
　
　
　
み
は
か
し
　
　
あ
ま
の
は
　
は
　
や
　
ひ
と
は
　
　
　
　
　
か
ち
ゆ
き
　
　
も
　
　
　
　
　
し
て
曰
は
く
、
「
事
不
虚
な
り
け
り
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
還
り
て
所
．
御
の
天
羽
羽
矢
一
隻
及
び
歩
靱
を
以
て
、
天
皇
、
覧
な
が
す
ね
び
こ
　
　
み
せ
た
ま
長
髄
彦
に
賜
示
ふ
（
2
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〕
。
　
先
住
の
王
と
後
か
ら
や
っ
て
き
た
王
と
の
対
立
を
描
い
た
こ
の
二
つ
の
神
話
の
展
開
は
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
葱
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
、
新
た
に
国
を
興
そ
う
と
別
の
土
地
か
ら
や
っ
て
き
た
支
配
者
の
前
に
先
住
の
支
配
者
が
現
れ
、
両
者
の
間
に
葛
藤
が
生
じ
る
。
両
者
は
、
自
ら
の
出
自
の
正
統
性
を
示
す
た
め
に
、
お
互
い
の
弓
矢
の
技
術
、
あ
る
い
は
お
互
い
の
持
つ
弓
矢
そ
の
も
の
を
較
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
弓
較
べ
」
の
結
果
が
、
彼
ら
の
出
自
を
証
明
す
る
の
で
あ
る
。
　
我
々
は
、
こ
こ
に
日
本
と
高
句
麗
に
共
通
す
る
、
王
権
に
関
す
る
一
つ
の
考
え
方
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
地
上
世
界
の
支
配
者
は
、
天
神
の
子
孫
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
天
神
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
は
「
弓
矢
」
で
あ
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
と
高
句
麗
と
で
は
、
そ
の
「
弓
較
べ
」
の
内
容
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
前
者
の
場
合
、
「
神
器
1
ー
モ
ノ
」
と
し
て
の
弓
矢
が
比
較
の
対
象
と
な
る
の
に
対
し
、
後
者
で
比
較
さ
れ
る
の
は
弓
矢
を
使
用
す
る
「
技
術
」
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
違
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
の
イ
ハ
レ
ビ
コ
・
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
「
弓
較
べ
」
と
、
高
句
麗
の
朱
蒙
・
松
譲
王
の
「
弓
較
べ
」
と
が
、
二
つ
の
国
の
建
国
神
話
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
な
役
割
を
占
め
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
ヒ
（
さ
ら
に
は
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
も
）
の
「
弓
矢
」
に
対
す
る
関
わ
り
方
と
、
朱
蒙
の
「
弓
矢
」
に
対
す
る
関
わ
り
方
と
に
一
致
す
120
る
点
が
あ
る
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
五
　
避
け
ら
れ
る
《
死
後
昇
天
》
と
《
弓
矢
》
降臨伝承の比較研究（高桑　浩一）
　
以
上
の
よ
う
に
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
降
臨
神
話
は
、
《
支
配
者
の
死
後
昇
天
》
と
《
支
配
者
と
弓
矢
と
の
密
接
な
関
わ
り
》
と
い
う
二
つ
の
要
素
に
お
い
て
、
高
句
麗
を
は
じ
め
と
す
る
朝
鮮
の
王
権
神
話
と
共
通
す
る
特
徴
を
持
っ
た
伝
承
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
林
は
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
、
龍
の
背
中
に
乗
っ
て
昇
天
し
、
そ
の
際
に
持
っ
て
い
た
弓
矢
を
地
上
に
落
と
し
た
と
さ
れ
る
中
国
の
黄
帝
の
伝
承
（
『
史
記
』
巻
十
二
）
な
ど
と
関
連
付
け
、
こ
う
し
た
要
素
が
、
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
つ
つ
も
（
鐙
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
も
ま
た
ア
ル
タ
イ
系
文
化
に
淵
源
を
持
ち
、
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
支
配
者
文
化
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
〔
2
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）
。
　
だ
が
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
《
支
配
者
の
死
後
昇
天
》
や
《
支
配
者
と
弓
矢
と
の
関
わ
り
》
と
い
っ
た
要
素
が
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
や
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
よ
う
な
、
日
本
神
話
に
お
い
て
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
異
端
的
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
降
臨
神
の
伝
承
に
見
ら
れ
る
一
方
で
、
わ
が
国
の
王
権
神
話
の
正
統
的
な
主
人
公
で
あ
る
は
ず
の
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
伝
承
に
は
、
必
ず
し
も
こ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
死
の
場
面
に
つ
い
て
、
『
日
本
書
紀
』
は
、
彼
の
死
後
、
そ
の
遺
体
が
山
陵
に
葬
ら
れ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
ひ
さ
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
つ
　
ひ
こ
ひ
こ
ほ
の
に
　
に
　
ぎ
の
み
こ
と
か
む
あ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
つ
く
し
の
ひ
む
か
の
　
え
　
　
の
み
さ
さ
ぎ
　
　
は
ぶ
久
に
あ
り
て
天
津
彦
彦
火
壇
環
杵
尊
崩
　
り
ま
し
ぬ
。
因
り
て
筑
紫
日
向
可
愛
之
山
陵
に
葬
り
ま
つ
る
〔
3
。
v
。
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ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
や
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
死
の
場
面
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
山
上
に
陵
墓
が
造
ら
れ
る
こ
と
と
《
死
後
昇
天
》
の
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
念
と
は
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
記
述
か
ら
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
に
《
死
後
昇
天
》
の
伝
承
が
存
在
し
な
か
っ
た
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
む
あ
が
と
断
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
実
際
、
高
貴
な
死
者
が
高
天
原
の
石
戸
を
開
い
て
文
字
通
り
「
神
上
る
」
観
想
を
伝
え
る
『
万
葉
集
』
巻
二
の
草
壁
皇
子
に
対
す
る
挽
歌
（
＝
ハ
七
番
歌
）
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
《
死
後
昇
天
》
の
観
念
そ
の
も
の
が
わ
が
国
に
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
大
林
も
そ
の
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
「
こ
の
『
万
葉
集
』
の
事
例
か
ら
み
れ
ば
、
天
皇
家
の
直
系
、
た
と
え
ば
環
々
杵
尊
も
、
天
降
っ
て
か
ら
あ
る
い
は
死
後
昇
天
し
た
と
い
う
神
話
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い（
?
ﾆ
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
本
当
に
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
死
後
昇
天
す
る
伝
承
が
存
在
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
天
皇
家
の
神
聖
性
の
由
来
が
天
上
世
界
に
あ
る
こ
と
を
示
す
の
に
最
も
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
そ
の
モ
チ
ー
フ
が
、
『
記
紀
』
の
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
伝
承
に
記
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
　
も
う
ひ
と
つ
の
要
素
で
あ
る
《
支
配
者
と
弓
矢
と
の
密
接
な
関
わ
り
》
に
つ
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
伝
承
に
、
弓
矢
が
全
く
登
場
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
『
記
紀
』
に
は
、
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
の
際
、
大
伴
氏
と
久
米
氏
の
祖
神
が
、
そ
れ
ぞ
れ
弓
矢
を
持
っ
て
先
駆
を
務
め
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
あ
め
の
お
し
ひ
の
故
爾
に
天
忍
日
命
、
　
　
　
　
ま
　
か
　
こ
あ
ま
つ
　
く
　
め
の
天
津
久
米
命
の
二
人
、
た
　
ば
さ
　
　
　
　
　
　
い
は
ゆ
ぎ
　
　
　
　
天
の
石
靱
を
取
り
負
ひ
、
み
　
さ
き
御
前
に
立
ち
て
仕
え
奉
り
き
（
磐
。
く
ぶ
つ
ち
　
　
た
　
ち
は
は
　
　
じ
持
ち
、
天
の
真
鹿
児
矢
を
手
挟
み
、
頭
椎
の
大
刀
を
取
り
侃
き
、
天
の
波
士
弓
を
取
り
　
時
に
、
た
だ
む
き
お
ほ
と
も
の
む
ら
じ
　
　
と
ほ
つ
お
や
あ
ま
の
お
し
ひ
の
み
こ
と
　
　
く
　
め
　
べ
　
　
　
　
　
　
あ
め
く
し
つ
の
お
ほ
く
　
め
　
　
　
ひ
き
　
　
　
　
　
　
そ
び
ら
大
伴
連
の
遠
祖
天
忍
日
命
、
来
目
部
の
遠
祖
天
穂
津
大
来
目
を
帥
ゐ
て
、
背
い
　
つ
　
　
　
た
か
と
も
　
　
は
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
あ
ま
の
は
じ
ゆ
み
　
　
あ
ま
の
は
　
は
　
や
　
　
　
と
　
　
　
　
　
や
つ
め
の
か
ぶ
ら
　
　
と
り
そ
腎
　
に
は
稜
威
の
高
靹
を
著
き
、
手
に
は
天
楯
弓
・
天
羽
羽
矢
を
捉
り
、
八
目
鳴
鏑
を
副
持
へ
、
　
　
あ
ま
の
い
は
ゆ
き
　
　
お
に
は
天
磐
靱
を
負
ひ
、
ま
た
か
ぶ
つ
ち
の
つ
る
ぎ
　
　
は
又
頭
槌
剣
を
帯
き
て
、
あ
め
み
ま
　
　
み
さ
き
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
く
　
だ
天
孫
の
前
に
立
ち
て
、
遊
行
き
降
来
り
て
、
〈
後
略
〉
奮
。
　
守
屋
俊
彦
氏
は
こ
れ
ら
の
弓
矢
に
つ
い
て
、
「
こ
こ
で
は
勿
論
、
大
伴
連
や
久
米
直
の
政
治
的
意
図
か
ら
こ
の
二
人
が
弓
矢
を
持
つ
た
こ
と
に
な
つ
て
は
ゐ
る
が
、
本
来
は
天
孫
が
持
つ
て
降
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
藝
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
、
も
と
も
と
は
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
持
つ
神
器
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
幾
度
か
と
り
挙
げ
て
き
た
神
武
紀
の
イ
ハ
レ
ビ
コ
と
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
対
峙
の
場
面
に
お
い
て
、
イ
ハ
レ
ビ
コ
が
、
自
ら
を
天
神
の
子
で
あ
る
と
証
明
す
る
「
表
物
」
と
し
て
「
天
羽
羽
矢
一
隻
」
と
「
歩
靱
」
を
見
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
弓
矢
が
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
に
よ
っ
て
地
上
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
も
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
弓
矢
が
、
肝
心
の
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
降
臨
伝
承
の
中
に
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
持
つ
神
器
と
し
て
出
て
こ
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
お
わ
り
に
降臨伝承の比較研究（高桑　浩一）
　
天
孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
の
降
臨
神
の
伝
承
が
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
多
様
な
支
配
者
文
化
の
影
響
の
下
に
成
立
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
だ
が
、
そ
う
し
た
文
化
的
要
素
の
中
に
は
、
そ
れ
が
わ
が
国
の
王
権
神
話
の
文
脈
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
、
そ
の
反
対
に
、
正
統
な
降
臨
伝
承
か
ら
は
避
け
ら
れ
、
ア
メ
ワ
カ
ビ
コ
や
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
と
い
っ
た
異
端
的
な
降
臨
神
の
伝
承
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
二
種
類
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
《
支
配
者
の
死
後
昇
天
》
と
《
支
配
者
と
弓
矢
と
の
密
接
な
関
わ
り
》
と
い
う
二
つ
の
要
素
の
『
記
　
　
2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
紀
』
へ
の
現
わ
れ
方
は
、
わ
が
国
の
王
権
神
話
に
お
け
る
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
支
配
者
文
化
の
影
響
が
、
き
わ
め
て
複
雑
で
重
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層
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
注
　
　
（
1
）
喜
田
貞
吉
「
日
鮮
民
族
同
源
論
」
、
『
民
族
と
歴
史
』
、
第
六
巻
第
一
号
、
一
九
二
一
年
お
よ
び
、
岡
正
雄
「
日
本
民
族
文
化
の
形
成
」
、
　
　
　
　
　
『
図
説
日
本
文
化
史
大
系
　
第
一
巻
』
、
小
学
館
、
一
九
五
六
年
な
ど
。
　
　
（
2
）
吉
田
敦
彦
『
ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
日
本
神
話
』
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
、
一
三
九
～
一
四
八
頁
お
よ
び
、
同
『
日
本
神
話
の
源
　
　
　
　
　
流
』
、
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
七
六
年
、
一
四
七
～
一
四
九
頁
。
　
　
（
3
）
大
林
太
良
「
古
代
日
本
、
朝
鮮
の
最
初
の
三
王
の
構
造
」
、
吉
田
敦
彦
編
著
『
比
較
神
話
学
の
現
在
ー
デ
ュ
メ
ジ
ル
と
そ
の
影
響
』
、
　
　
　
　
　
朝
日
出
版
社
、
一
九
七
五
年
、
四
八
～
五
二
頁
。
　
　
（
4
）
『
古
事
記
』
上
巻
。
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記
・
祝
詞
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
に
拠
る
。
　
　
（
5
）
同
右
。
　
　
（
6
）
『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
第
三
、
天
神
本
紀
。
引
用
は
、
鎌
田
純
一
『
先
代
旧
事
本
紀
の
研
究
　
校
本
の
部
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
　
　
　
　
　
〇
年
に
拠
る
。
　
　
（
7
）
大
林
太
良
「
饒
速
日
の
降
臨
神
話
と
朝
鮮
の
類
例
」
、
『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
』
、
第
七
六
輯
、
一
九
八
二
年
お
よ
　
　
　
　
　
び
、
同
「
天
上
他
界
観
」
、
『
日
本
民
俗
研
究
大
系
　
第
二
巻
』
、
國
學
院
大
學
、
一
九
八
二
年
。
　
　
（
8
）
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
本
文
。
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
　
上
』
、
岩
波
書
店
、
　
九
六
七
年
に
拠
る
。
　
　
（
9
）
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
一
書
一
。
　
　
（
1
0
）
『
三
国
遺
事
』
紀
異
巻
第
一
、
新
羅
条
。
本
文
は
、
一
然
『
三
国
遺
事
』
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
四
年
に
拠
る
。
　
　
（
1
1
）
広
開
土
王
陵
碑
文
。
本
文
は
、
武
田
幸
男
『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
に
拠
る
。
　
　
（
1
2
）
『
三
国
史
記
』
巻
十
三
、
高
句
麗
本
紀
第
一
、
始
祖
東
明
聖
王
十
九
年
条
。
本
文
は
、
金
富
転
撰
『
三
国
史
記
』
、
学
習
院
大
学
東
洋
　
　
　
　
　
文
化
研
究
所
、
一
九
六
四
年
に
拠
る
。
　
　
（
1
3
）
『
旧
三
国
史
』
逸
文
。
本
文
は
、
朝
鮮
群
書
大
系
続
第
二
十
二
輯
『
東
国
李
相
国
集
』
上
巻
、
朝
鮮
古
書
刊
行
会
、
一
九
＝
二
年
に
　
　
　
　
　
拠
る
。
降臨伝承の比較研究（高桑　浩一）
（
1
4
）
同
「
天
上
他
界
観
」
、
九
九
頁
。
（
1
5
）
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
第
九
段
本
文
。
（
1
6
）
同
、
一
書
一
。
（
1
7
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
　
上
』
、
＝
二
六
頁
、
頭
注
九
。
（
1
8
）
新
羅
に
お
け
る
仏
教
の
影
響
力
を
鑑
み
る
と
、
赫
居
世
が
昇
天
し
て
か
ら
、
遺
体
と
な
っ
て
地
上
に
落
下
す
る
ま
で
の
「
七
日
」
と
　
　
い
う
期
間
も
、
ア
メ
ワ
カ
ピ
コ
の
「
八
日
八
夜
」
と
同
様
に
、
死
者
の
葬
儀
に
お
け
る
忌
み
籠
り
の
期
間
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
　
　
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
新
羅
の
国
家
的
大
祭
で
、
収
穫
祭
で
あ
る
と
同
時
に
死
者
の
慰
霊
祭
で
も
あ
っ
た
八
関
会
が
行
わ
れ
　
　
た
期
間
を
「
七
日
」
で
あ
っ
た
と
す
る
『
三
国
史
記
』
の
次
の
記
述
は
、
新
羅
に
お
い
て
、
「
七
日
」
と
い
う
期
間
が
死
者
の
慰
霊
　
　
の
儀
式
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
　
「
冬
十
月
二
十
日
。
為
戦
死
士
卒
。
設
八
関
錘
会
於
外
寺
。
七
日
罷
。
」
（
『
一
二
国
史
記
』
巻
四
、
新
羅
本
紀
第
四
、
真
興
王
三
十
三
年
　
　
条
、
傍
点
引
用
者
）
（
1
9
＞
『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
第
五
、
天
孫
本
紀
。
（
2
0
）
金
両
基
『
韓
国
神
話
』
、
青
土
社
、
一
九
九
五
年
、
一
二
八
頁
に
、
「
鞭
は
騎
馬
民
で
あ
っ
た
朱
蒙
の
出
自
、
建
国
過
程
か
ら
み
て
か
　
　
れ
の
象
徴
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
（
2
1
）
松
村
武
雄
「
天
孫
民
族
系
神
話
と
出
雲
民
族
系
神
話
」
、
『
古
事
記
大
成
』
、
第
五
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
八
年
、
六
〇
頁
。
（
2
2
）
大
林
太
良
「
饒
速
日
の
降
臨
神
話
と
朝
鮮
の
類
例
」
、
二
六
頁
。
（
2
3
）
『
三
国
史
記
』
巻
十
三
、
高
句
麗
本
紀
第
　
、
始
祖
東
明
聖
王
条
。
（
2
4
）
『
旧
三
国
史
』
逸
文
。
（
2
5
）
同
右
。
（
2
6
）
『
日
本
書
紀
』
神
武
天
皇
即
位
前
紀
戊
午
年
十
二
月
四
日
。
（
2
7
）
こ
の
二
つ
の
神
話
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
既
に
上
田
正
昭
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
（
「
降
臨
伝
承
の
再
検
討
」
、
『
日
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